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称 

名 
報 

恩 

 

【
題 

意
】 

第
十
八
願
文
に
は
信
心
と
称
名
が
誓
わ
れ
て
あ
る
が
、
往
生
の
正
し
き
因
は
信
心
で

あ
っ
て
称
名
で
は
な
い
。
信
後
の
称
名
は
、
行
者
の
心
持
ち
か
ら
言
え
ば
、
ご
信
心
を

い
た
だ
い
た
感
謝
の
思
い
が
声
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
報
恩
行
で
あ
る
こ
と
を
、
明

ら
か
に
す
る
。 

 

【
出 

拠
】 

『
教
行
証
文
類
』「
正
信
偈
」「
化
身
土
文
類
」 

 

【
釈 

名
】 

「
称
名
」「
報
恩
」 

 

【
義 

相
】 

一
、
第
十
八
願
文
に
お
け
る
「
乃
至
十
念
」
の
意
義 

二
、
相
承
に
お
け
る
報
恩
行
と
し
て
の
称
名 

三
、
称
名
が
報
恩
と
な
る
理
由 

四
、
称
名
策
励
の
可
否 

  
 



2 

 

  

報 

化 

二 

土 

 

【
題 

意
】 

源
信
和
尚
の
報
化
弁
立
の
釈
功
を
継
承
さ
れ
た
宗
祖
の
報
化
二
土
（
報
中
化
、
信
疑
得

失
）
の
法
義
を
、
七
祖
相
承
の
流
れ
に
お
い
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
義
を
明

ら
か
に
す
る
。 

 

【
出 

拠
】 

『
往
生
要
集
』「
問
答
料
簡
」 

『
教
行
証
文
類
』「
行
文
類
」「
真
仏
土
文
類
」 

 

【
釈 

名
】 

「
報
」「
化
」「
二
土
」 

 

【
義 

相
】 

一
、
二
種
の
浄
土
の
伝
承 

①
『
大
経
』
弥
勒
領
解
・
胎
化
得
失 

②
「
易
行
品
」 

③
『
論
註
』
八
番
問
答 

④
『
安
楽
集
』
三
身
三
土
・
凡
聖
通
往 

⑤
「
定
善
義
」
水
観
・
地
観
、「
散
善
義
」
抑
止
門
釈
、『
般
舟
讃
』 

⑥
『
往
生
要
集
』 

⑦
『
選
択
集
』
讃
嘆
念
仏
章
、『
和
語
燈
録
』
諸
人
傳
説
の
詞
、『
拾
遺
和
語
燈

録
』
東
大
寺
十
問
答 

二
、
宗
祖
に
お
け
る
報
化
二
土 

① 

真
実
報
土
の
意
義 

② 

方
便
化
土
の
意
義
（
含
、
化
土
往
生
の
因
） 
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輪 

廻 

転 

生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
題 

意
】 

解
脱
の
因
を
満
足
し
な
い
衆
生
は
ど
こ
ま
で
も
流
転
輪
廻
し
て
い
く
と
い
う
通
仏
教

的
教
説
は
、
機
の
深
信
と
い
う
浄
土
真
宗
の
重
要
な
る
法
義
に
と
っ
て
、
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

【
出 

拠
】 

『
教
行
証
文
類
』「
総
序
」「
信
文
類
」 

『
尊
号
真
像
銘
文
』 

『
歎
異
抄
』 

 

【
釈 

名
】 

「
輪
廻
」「
転
生
」 

 

【
義 

相
】 

一
、
輪
廻
の
主
体
と
往
生
の
主
体 

①
『
大
経
』
に
お
け
る
輪
廻
主
体
の
表
示 

②
『
論
註
』
に
お
け
る
往
生
主
体
論 

二
、
宗
祖
に
い
た
る
輪
廻
説
の
伝
承 

①
『
大
経
』 

②
『
安
楽
集
』
の
『
大
智
度
論
』
引
文 

③
『
論
註
』『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』 

④
『
安
楽
集
』 

⑤
『
観
経
疏
』『
法
事
讃
』『
往
生
礼
讃
』『
般
舟
讃
』 

⑥
『
往
生
要
集
』 

⑦
『
和
語
燈
録
』
念
仏
大
意
・
要
義
問
答
、『
拾
遺
和
語
燈
録
』
往
生
浄
土
用
心 

 

三
、
宗
祖
に
お
け
る
輪
廻
概
念
の
意
義 

① 

宗
祖
に
お
け
る
輪
廻
説
（
含
、
輪
廻
転
生
の
因
） 

② 

現
代
の
生
命
観
に
お
け
る
意
義 


